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ご
あ

い
さ

つ

学
校
に
は
、
教
育
活
動
を
記
録
し
た
歴
史
資
料
が
数
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

学
校
の
設
立
や
組
織
な
ど
を
示
す
公
文
書
、
児
童
生
徒
の
活
動
記
録

で
あ
る
学
籍
簿
や
指
導
要
録
、
入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
学
校
行
事
の
記

録
、
生
徒
の
作
品
や
指
導
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
教
材
、
部
活
動
の
活

動
記
録
や
表
彰
状
、
そ
の
他
日
常
的
な
学
習
活
動
の
記
録
な
ど
、
学
校

に
お
け
る
記
録
資
料
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
独
自
の
教
育
活
動
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
生
徒
や
教
師
の
学
校
で
の
生
き
た
証

（あ
か
し
）
と
い
え

る
も
の
で
す
。

ま
た
、
学
校
は
地
域
社
会
と
深
く
関
わ

っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
々

の
要
望
や
期
待
の
中
で
学
校
が
設
立
さ
れ
、
地
域
社
会
の
活
性
化
を
に

な

っ
て
そ
の
使
命
と
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
す
。

県
内
の
学
校
に
残
さ
れ
た
歴
史
資
料

の
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
と

様
々
な
発
見
が
あ
り
ま
す
。

現
在
話
題
と
な

っ
て
い
る
映
画

「
バ
ル
ト
の
楽
園
」
は
、
板
東
作
虜

収
容
所
を
舞
台
と
す
る
第

一
次
世
界
大
戦
時
の
徳
島
に
き
た
ド
イ
ツ
人

作
虜
と
地
元
の
人
々
と
の
交
流
が
テ
ー
マ
と
な

つ
て
い
ま
す
。
徳
鳥
県

立
工
業
学
校

（現
徳
島
工
業
高
等
学
校
）
に
お
い
て
も
、
作
虜
た
ち
が

技
術
指
導
に
訪
れ
て
い
る
こ
と
が
、
学
校
に
保
存
さ
れ
て
い
る

「
工
場

日
誌
」
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
松
江
豊
寿
収
容
所
長
の
寛
容
で
人

道
的
な
収
容
所
の
運
営
が
、
世
界
で
も
ま
れ
な
国
際
交
流
を
生
ん
だ
と

平
成
十
八
年
四
月
二
十
五
日

し
て
感
動
を
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
学
校
に
も
そ
の
歴
史
的
な
足
跡
が

あ

っ
た
の
か
と
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
学
校
に
残
さ
れ
た
歴
史
資
料
か
ら
は
、
地
域
の
歴
史
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め
の
貴
重
な
手
が
か
り
を
発
掘
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

記
憶
や
思
い
出
は
、
人
間
の
創
造
的
な
活
動
に
と

つ
て
重
要
な
働
き

が
あ
る
こ
と
を
最
近
の
脳
科
学
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。
現
在
を
し

つ
か

り
捉
え
、
未
来
を
見
通
し
て
い
く
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
な
の
で
す
。

た
だ
記
憶
は
あ
や
ふ
や
な
も
の
で
す
。
記
録
は
記
憶
を
確
実
に
裏
付

け
る
も
の
で
す
。
記
録
が
な
け
れ
ば
生
き
た
と
い
う
証
ま
で
失
い
か
ね

ま
せ
ん
。
記
録
を
残
す
こ
と
の
意
味
も
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

第
二
十

一
回
資
料
紹
介
展
を

「
学
校
の
宝
物
」
と
し
ま
し
た
の
も
、

こ
の
展
示
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
保
存
さ
れ
て
い
る
歴
史
資
料

を
、
歴
史
的
文
化
的
価
値
を
も

つ

「宝
物
」
と
し
て
捉
え
直
し
、
地
域

社
会
や
学
校
教
育
の
新
し
い
創
造
の
た
め
活
用
し
て
い
く
契
機
に
な
れ

た
ら
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

今
回
は
県
立
学
校
を
中
心
に
調
査
を
進
め
ま
し
た
が
、
徳
島
県
立
徳

島
工
業
高
等
学
校
や
脇
町
高
等
学
校
な
ど
数
多
く
の
県
立
学
校
か
ら
全

面
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ま
た
小
林
勝
美
海
部
高
等
学
校
同
窓
会

長
に
は
学
校
資
料
の
保
存
に
つ
い
て
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心

よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

徳
島
県
立
文
書
館
長
　
工立
　
本石
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焼け焦げた学籍簿 (城南高校)

昭和20年7局4日の徳島大空襲の時に
燃える校舎の中から救い出された。



学
校
の
長
！物

学
校
に
残
さ
れ
た
駆
穴
資
植

教材・教具1生徒作品・公文書・写真… 学校には様 な々資料が残されている。   ■ ||‐| ||

これらは単に学額の教育活動を示す資料というだけにとどまらず、       ■
・|■

そこに1学んだ個人や地域の思い出や活動の
“
証
"と
なる「宝物」といネゃ,‐   |||‐ |‐

現在造められている学校の統廃含や校舎の新多

それぞれの学校に保存されていた貴重な学校警

散逸=消滅の危機にさらされおり、その保存,鴻

今回の展示では、主に県内の高等学校に残さイ

その保存に向けた取り組みの一端を紹介する。

これを機に、各校に眠つている「宝物」の掘り起

▲海部高等女学校生徒の短冊を張り込んだ屏風
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海
部
高
等
学
校

戦
時
下
の
女
子
学
徒
動
員
の
記
録

昭
和
十
九
年

（
一
九
四
四
）
十

月
、
海
部
高
等
女
学
校
生
徒
に
学

徒
勤
労
報
国
隊
の
出
動
命
令
が
下

り
、
当
時
の
四
年
生
約
百
名
が
大

阪
市
の
軍
需
工
場
で
銃
剣
製
作
に

従
事
し
た
。
こ
の
勤
労
奉
仕
は
食

糧
や
物
資
が
極
端
に
不
足
し
、
空

襲
に
さ
ら
さ
れ
る
と
い
う
困
難
な

状
況
の
中
で
、
翌
昭

和
二
十
年
六
月
ま
で

続
け
ら
れ
た
。
こ
の

間
の
昭
和
二
十
年
三

月
に
は
、
当
時
の
金

澤
治
校
長
と
担
任
の

野
尻
恵
美
教
諭
が
卒

業
証
書
を
風
呂
敷
包

み
で
持
参
し
、
会
社

の
会
議
室
で
第
二
十

回
海
部
高
等
女
学
校

の
卒
業
式
が
挙
行
さ

れ
て
い
る
。

海
部
高
等
学
校
に

は

「学
校
報
国
隊
会

計
書
類
綴
」

（昭
和

二
十
年
）
「
学
徒
隊

書
類
」

（同
年
）
な

ど
の
学
徒
勤
労
報
国

隊
に
関
す
る
貴
重
な

公
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
校
に
は
学
徒
勤
労
報
国

隊
の
生
徒
た
ち
が
出
動
記
念
と
し
て

歌

・
俳
句

・
言
葉
な
ど
を
書
き
記
し

た
短
冊
を
張
り
込
ん
だ
六
曲
屏
風
が

残
さ
れ
て
い
る
。
い
づ
れ
も
戦
時
下

の
海
部
高
等
女
学
校
の
歴
史
を
物
語

る
、
貴
重
な

「学
校
の
宝
物
」
で
あ
る
。

旧
制
海
部
高
等
女
学
校

（旧
海
南
高
等
学
校
）



串呂
冊
早
囲
吾
同
十守
曽
Ｉ
腰
い
旧
制
富
岡
中
学
校

「迂
吾
同
を守
曽
王
橋
い
旧
制
三
好
高
等
女
学
校

「芳
名
録
」
が
語
る
学
校
の
歴
史

三
好
婦
人
図
書
館

富
岡
西
高
校
の
歴
史
は
明
治
二
十
九
年

（
一
人
九
六
）
の
徳
島
県
尋
常
中
学
校
第

二
分
校
創
立

（明
治
三
十
二
年
に
富
岡
中

学
校
と
し
て
独
立
）
に
遡
る
。
同
校
に
は

一
冊
の

「芳
名
録
」
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は

「
明
治
三
十
五
年
三
月
八
日

徳
鳥
縣
知
事
　
亀
井
英
三
郎
」
か
ら

「平

成
六
年
九
月
七
日
　
弁
護
士
　
ケ
ン
ト

・

ギ
ル
バ
ー
ト
」
に
い
た
る
延
べ
百
九
十
六

名
の
訪
問
年
月
日

・
役
職

・
姓
名
が
書
き

連
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
明

治
三
十
八
年

（
一
九
〇
五
）
五
月
に
同
校

を
訪
れ
た
芳
川
顕
正

（徳
島
県
出
身
で
文

部
大
臣
な
ど
を
歴
任
）
な
ど
の
鉾
々
た
る

顔
ぶ
れ
が
並
ん
で
お
り
、
百
十
年
と
い
う

同
校
の
歴
史
の
厚
み
を
物
語
る

「学
校
の

宝
物
」
と
い
え
る
。

船
↓，
お
Ｌ
ギ〓
■
み
■
，
ゑ
ル
げ
す
！

奪

鹿
章

め
崎
名綾韓
七イ
を
ｆ

お
挙
イ、さ
れ
督
ギ
チ
れ
Ｔ
，
一

綾

軽

騒

轡

縁

！！

盟
鶴
寮
覇
鶴
一

豊
群
貧

湯
樹

夕
　
　
　
　
　
接
縄
字
揮
ｉ

旧
制
三
好
高
等
女
学
校
の
歴
史
遺

産
と
し
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
昭

和
四
年

（
一
九
二
九
）
完
成
し
た
独

立
図
書
館

「
二
好
婦
人
図
書
館
」
で

あ
る
。
鉄
筋
三
階
建
で
、
鉄
製
の
書

架
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ま
で
備
え
た
図
書

館
で
、
記
録
写
真
に
は
校
門
に
入

っ

て
す
ぐ
に
近
代
的
な
堂
々
と
し
た
建

物
が
存
在
し
て
い
る
。

高
津
半
造
初
代
校
長
の

理
想
を
実
現
し
た
も
の

で
、
現
在
残
さ
れ
た
膨

大
な
図
書
の
山
を
み
て

も
そ
の
質
量
と
も
の
高

い
水
準
の
充
実
ぶ
り
に

は
驚
か
さ
れ
る
。
革
装

の
「故
事
類
苑
」
や
「群

書
類
従
」
な
ど
の
学
術

的
な
基
本
文
献
は
、
い

う
に
お
よ
ば
ず
、
宗
教

・
文
学

・
美
術

・
物
理

・

経
済
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
書
籍
、
全
国
紙
の

新
聞
や
、
「太
陽
」
「改

造
」
な
ど
の
雑
誌
も
き

ち
ん
と
製
本
し
て
保
存

さ
れ
て
お
り
文
字
通
り

の

「汗
牛
充
棟
」
で
あ

る
。
活
版
印
刷
さ
れ
た

日
録
も
立
派
な
も
の
で
、
単
に
女
学

校

の
図
書
館
と

い
う
だ
け
で
な
く
、

こ
こ
を
通
し
て
地
元
三
好
郡
内
の
教

養
を
高
め
よ
う
と
い
う
意
気
込
み
が

伝
わ

っ
て
く
る
。
た
ば
こ
な
ど
の
産

業
で
栄
え
た
三
好
郡
の
経
済
的
、
文

化
的
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
端
的
に
示
す

歴
史
資
料
で
あ
る
。

鑑鷲などをとを立嘉札韮ナたまゑゑ

く三好高等女学校正門の右手にみえる
三好婦人図書館 (昭和初期)



▲芳越歴史館外観

防
腕
瞬
喜
同
筆
主
平
輝
い
旧
制
脇
町
中
学
校

芳
越
歴
史
館
と
ウ
エ
ブ
ス
タ
ー
英
英
辞
書

脇
町
高
校
の
校
門
を
入
る
と
右
手
に
入
母
屋
土
蔵
風
で
ひ

さ
し
の
上
に
う
だ
つ
が
あ
げ
ら
れ
た
建
物
が
あ
る
。
明
治
二

十
九
年

（
一
人
九
六
）
の
徳
島
県
尋
常
中
学
校
第

一
分
校
と

し
て
創
立

（三
年
後
に
脇
町
中
学
校
と
し
て
独
立
）
さ
れ
た

同
校
の
、
九
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
建
設
さ
れ
た

「芳
越
歴
史
館
」
で
あ
る
。
県
立
の
高
等
学
校
が
自
身
の
諸

記
録
を
自
身
の
手
で
残
す
の
み
な
ら
ず
、
平
成
八
年

（
一
九

九
六
）
に
は
所
蔵
資
料
の
目
録
ま
で
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
ま

さ
し
く
学
校
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
の
機
能
を
有
し
た
資
料
館

と
し
て
全
目
的
に
注
日
を
集
め
て
い
る
。

芳
越
歴
史
館
は
、
そ
の
存
在
自
体
が
学
校
ま
た
地
域
の
宝

と

い

え

る

が

、

そ

の

中

か

ら

『
Ｗ

Ｅ

Ｂ

Ｓ

Ｔ

Ｅ

Ｒ

　

Ｉ

Ｎ

Ｔ

Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｌ
　
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｙ
』
を

紹
介
す
る
。
ウ
エ
ブ
ス
タ
ー
と
い
え
ば
米
国
人
ノ
ア

・
ウ
エ

ブ
ス
タ
ー

（
一
七
五
人
～

一
人
四
三
）
に
よ
っ
て

一
人
〇
六

年
か
ら
作
ら
れ
た

一
連
の
辞
書
で
、　
一
人
四
〇
年
代
に
は
ア

メ
リ
カ
英
語
の
辞
書
の
代
名
詞
と
な
っ
て
現
代
ま
で
続
い
て

い
る
。
幕
末
期
に
は
日
本
に
輸
入
さ
れ
、
明
治
期
の
英
語
辞

書
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
脇
町
高
校

に
残
る
二
冊
の
辞
書
は
、
二
〇
〇
〇
ペ
ー
ジ
、
語
彙

一
七
五

〇
〇
〇
を
超
え
る
大
辞
典
で
、　
一
人
九
〇
年
代
以
降
に
作
ら

れ
た
国
際
版
と
い
う
最
新
版
の
英
語
辞
書
で
あ
っ
た
。
中
学

校
と
し
て
開
設
間
も
な
い
脇
町
高
校
が
、
英
語
教
育
の
基
本

書
籍
と
し
て
備
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

捕
坐
岡
苦
同
十守
曽
Ｉ
橋
い
旧
制
徳
島
中
学
校

渦
の
音
歴
史
館

城
南
高
校
の
歴
史
は
明
治
八
年

（
一
人
七

五
）
の
名
束
県
師
範
学
校
附
属
変
則
中
学
校

創
立
に
遡
る
。
同
校
で
は
昭
和
六
十
年

（
一

九
八
五
）
に
創
立
百
十
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
「渦
の
音
歴
史
館
」
が
建
設
さ
れ
、

学
校
資
料
が
保
存

・
一
部
展
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
に
は
、
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）

七
月
の
徳
島
大
空
襲
で
校
舎
が
全
焼
し
た
と

き
に
、
炎
の
中
か
ら
職
員
が
故
い
出
し
た
焼

け
焦
げ
た
学
籍
簿
を
は
じ
め
と
し
て
、
旧
制

徳
中

・
城
南
高
校
の
長
い
歴
史
を
象
徴
す
る

よ
う
な
貴
重
な

「学
校
の
宝
物
」
が
多
数
含

ま
れ
て
い
る
。

▲ウエブスター辞書(脇町高校)



運捧 ・

解 !

接十

盈
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『工場日誌 建築科』

ドイツ兵停虜の来校なと、興味深い記事が見られる。

ド
イ
ツ
兵
作
虜

盛
幾
簾

「工
場
日
誌
」
に
見
る

薇
ダ
ヒ
ふ
章

徳島工業高等学校に
残された学校資料

徳
島
工
業
高
校
に
は
大
正
五
年

（
一
九

一

六
）
か
ら
昭
和
二
十

一
年

（
一
九
四
六
）
ま

で
の

「
工
場
日
誌
　
建
築
科
」
と
い
う
表
題

の
簿
冊
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
県
立
工

業
学
校
建
築
科
の
公
務
日
誌
で
、
同
課
の
教

育
活
動
を
知
る
上
で
の
基
本
資
料
と
な
る
も

の
で
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
東
大
正
五
年
）
十
月
五

日

（木
）
晴

七
十
四
度

本
国
作
虜
収
容
所

長
松
井

（松
江
ノ
誤
記
力
）
中
佐
並

二
同
所

員
高
木
大
尉
及
作
虜
二
名
午
前
中
来
校
　
同

得
虜

ハ
独
乙
式
塗
料
実
験
ノ
タ
メ
使
役
」

ズ
大
正
八
年
）
九
月
十
八
日

木

晴
　
七

十
人
度
　
本
日
ヨ
リ
独
逸
作
虜
左
記
諸
氏
来

校
製
作

二
着
手
　
ハ
イ
デ
マ
ン
氏
　
建
築
製

図
　
石
一骨
細
エ
　
フ
ラ
イ
ゼ
ウ
イ
ン
ク
ル
氏

焼
給
　
鋼
板
打
チ
出
シ
細
エ
　
ウ
エ
ル
ナ
ー

氏
通
訳
　

ンヽ
ヤ
ラ
ー
氏
　
家
具
製
作
　
グ
レ

ゴ
リ
チ
ッ
ク
氏
糸
鋸
挽
細
工
」
な
ど
と
い
っ

た
、
興
味
深
い
情
報
が
満
載
さ
れ
て
い
る

「学

校
の
宝
物
」
で
あ
る
。

政
看

震

金

経

縁
孝
チ

継

係

参

『呉郷文庫建築仕様書‐内訳書』

上

徳島工業高校ほ明治37年 (1904)に

徳島県立工業学校として創立された。創立と同時に設置された

同校の建築科 (明治44年までは木工科)には、

数多くの貴重な学校資料が残されている。

ここではこれらの「学校の宝物」の一端を紹介する。

が
一封
討
副
が
建
て
た
呉
郷
文
庫

県
立
工
業
学
校
は
新
技
術
の
普
及
と
生
徒

の
教
育
を
兼
ね
て
、
県
内
各
地
で
委
託
設

計
や
建
築
を
行

っ
て
い
る
。
麻
植
郡
西
尾
村

（現
吉
野
川
市
）
の

Ｆ
〈郷
文
庫

各
」
き
ょ
う

ぶ
ん
こ
と

も
そ
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。

「
呉
郷
文
庫
」
は
実
業
家
と
し
て
知
ら
れ

る
石
原
六
郎
が
、
大
正
四
年

（
一
九

一
五
）

に
天
皇
即
位

の
御
大
典
記
念
と
し
て
地
元

西
尾
村
に
建
設
し
た
私
立
図
書
館
で
あ
る
。

阿
波
郷
上
史
関
係
を
中
心
に
歳
盛
時
に
は
六

千
冊
の
蔵
書
を
誇

っ
て
い
た
。
閉
館
後
そ
の

一
部
は
現
在
県
立
図
書
館
が
収
蔵
し
て
い
る
。

「
呉
郷
文
庫
」
建
設
に
関
す
る
設
計
仕
様

書

・
設
計
内
訳
書
、
設
計
図
、
建
設
中
の
写

真
な
ど
が
県
立
徳
島
工
業
高
校
に
残
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
徳
島
県
の
建
築
史

・
教
育

史
の
み
な
ら
ず
文
化
史
の

一
面
を
語
る
貴
重

な
資
料
と
言
え
る
。

完成した呉堀F文庫 (全景)卜 ぷ



冒
舗
掛
別

木
造
模
型

徳
島
工
業
高
校
の
建
築
科
に
残
さ
れ
て
い

る
模
型
は
、
そ
の
建
築
物
自
体
が
現
在
は
残

さ
れ
て
お
ら
ず
、
細
部
ま
で
綿
密
に
作
成
さ

れ
た
模
型
は
、
当
時
の
建
築
物
の
様
子
を
知

る
に
は
こ
の
　
一
‐．
な
い
資
料
と
い
え
る
。

表
紙
写
真
は
、
昭
和
二
十
年
七
月
四
日
の

空
襲
で
消
失
し
た
眉
山
大
瀧
山
持
明
院
三
重

塔
の
模
型
で
あ
る
。
大
瀧
山
三
重
塔
の
建
立

は
、
寛
延
年
間

（
一
七
四
八
～
五

一
）
と
さ

れ
、
文
化
九
年
刊
の

『阿
波
名
所
図
会
』
に

も
描
か
れ
て
い
た
り
、
戦
前
の
絵
は
が
き
な

ど
に
幅
広
く
使
わ
れ
、
城
下
町
徳
島
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ

っ
た
。
左
の
写
真
は
、
奉
安
殿
の

模
型
で
あ
る
。
徳
島
県
立
工
業
学
校
の
技
内

に
あ

っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
奉
安
殿
と

は
、
戦
前
戦
中
に
か
け
て
各
地
の
学
校
で
、

天
皇
皇
后
の
写
真

（御
真
影
）
と
教
育
勅
語

を
納
め
て
い
た
建
物
の
こ
と
。
御
真
影
自
体

は
大
正
～
昭
和
期
に
か
け
て
下
賜
さ
れ
た
た

め
、
本
安
股
の
成
立
も
そ
の
時
期
と
推
測
さ

れ
、
こ
の
模
型
も
そ
の
頃
に
作
ら
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

奉安殿 (模型)

県
立
工
業
学
校
時
代
の

建
築
実
習
の
写
真

県
立
工
業
学
校
の
生
徒
た
ち
が
詰
め

襟
、
学
帽
の
制
服
で
建
築
実
習
を
行

っ

て
い
る
。
左
の
写
真
が
完
成
し
た
様
子

だ
が
、
こ
れ
は
徳
鳥
市
新
蔵
町
に
あ

っ

た
後
藤
出
千

一
邸
の
応
接
室
を
県
立
工

業
学
校
が
設
計

・
工
作
を
委
託
さ
れ
、

実
際
に
建
築
し
た
建
物
で
あ
る
。
依
頼

主
の
後
藤
田
千

一
は
川
鳥
町
出
身
の
実

業
家
で
、
徳
島
市
内
に
あ

っ
た
関
西
貯

蓄
銀
行
の
取
締
役
、
阿
波
軌
道
会
社
社

長
、
徳
島
商
工
会
議
所
会
頭
な
ど
を
歴

任
し
た
人
物
で
あ
る
。
木
造
な
が
ら

一

階
部
分
に
は
タ
イ
ル
が
貼
ら
れ
和
洋
折

哀
の
モ
ダ
ン
な
建
築
物
で
あ

っ
た
。

下
の
写
真
は
戦
前
、
徳
島
城
内
徳
島

公
園
の
中
に
あ

っ
た
猿
の
檻
も
県
立
工

業
学
校
の
生
徒
た
ち
が
実
習
工
作
で
作

成
し
た
も
の
。
構
と
小
屋
が

一
体
に
な

る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
木
造
の
工
作
物

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。▲後藤圏邸(工事串)

帥 齢
徳島公園にあつた猿の横>



第30回資料紹介展 展 示品目録

No 資 料 名 年 代 (西暦) 所  蔵

① 壁 面ケースA海 部高校 ・脇町高校

1 WEBSTER INTERNAT10NAL DICT10NARY 明治28年(1895 脇町高校

2 VヽEBSTER INTERNATIONAL DICT10NARY 明治34年(190

3 卒業記念 短 冊貼込屏風 昭和20年(1945 3月 海部高校

4 学校報国隊会計書類綴 昭和19年(1944 11月

5 連合国軍最高司令部ノ指令二基ク書類綴 昭和20年(1945 9月

6 血兵寄贈品二関スル綴 昭和17年(1942 4月

② 壁 面ケースB徳 島工業高校 ・水産高校

7 大瀧山三重塔(木製模型) 昭和初期 徳島工業高校

8 奉安殿(木製模型)

9 呉郷文庫設計図 大正 4年 (1915)頃

呉郷文庫本館建築工事仕様書

好生社(病院)建築工事内訳書 大正11年 (1922)頃

板野郡松鳥村神社造営仕様書 戦前

徳島県立工業学校一覧 大正 4年 (1915

校友会誌行啓記念号 大正11年(1922

六分儀 昭和30年(1955 8月 徳島水産高校

霧中城角 昭和28年(1953 10月

攻命浮環 昭和30年(1955 頃

③ 展 示ケース1 辻高校 I

三好郡実科高等女学校昇格二関スル誓願 大正 9年 (1920)7月 辻高校

婦人図書館分類目録(三好高等女学校内図書館) 大正15年(1926)10月

三好女学報 大正 6年 (1917)～

④ 展 示ケース2辻 高校I

校報(三好高等女学校) 大正 5年 (1916)～ 辻高校

勤労操典(三好高等女学校編) 戦前

徳島県教育界雑誌 ・改造 ・太陽等 大正 8年 (1919)～

⑤ 展 示ケース3 目 岡西高校

芳名録 (明治期～現代) 富岡西高校

富中公印 大正 7年 (1918)3月

天照皇大和宮(棟本L) 昭和 9年 (1934)1月

決算書類綴 明治29年(1896)以降

⑥ 展 示ケース4

工場日誌 大正 5年 (1916)10月 徳島工業高校

各種工具内訳簿 大正 6年 (1917)9月

工場日誌 昭和20年(1945)4月

※資料保存のため展示品を変更することがあります。

旧制富岡中学校 (現富岡西高校)公印
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